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１．公社債発行市場の動向について 
(1) 公社債の発行額の状況  

 

 

  

2026 年度第 2四半期（2026 年 7月～9月）における公社債の発行額は、前年同期（2025 年 7月～9月）比 2.0 兆円

増、前期（2026 年 4 月～6月）比 1.6 兆円増の 53.6 兆円となった（前年同期：51.6 兆円、前期：52.0 兆円）。 

このうち国債の発行額は、前年同期比 0.1 兆円増、前期比 0.2 兆円増の 44.0 兆円となった。 

一方、国債以外の発行額は、前年同期比 1.8 兆円増、前期比 1.3 兆円増の 9.5 兆円となった。 

今期中の長期金利（10年国債）は、概ね 2％台後半から 3％台で推移しており、今後の動向が注目される。 
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 (2) 国債の発行額の状況  
 

 

 

 

 

 

 

  

 

2026 年度第 2四半期（2026 年 7月～9月）の国債発行額は、7月 14.5 兆円、8月 14.7 兆円、9月 14.8 兆円と推移

し、前年同期（2025 年 7月～9月）比 0.1 兆円増、前期（2026 年 4月～6月）比 0.2 兆円増の 44.0 兆円となった（前

年同期：43.9 兆円、前期：43.8 兆円）。 

国債の発行状況を見ると、国庫短期証券は前期比 0.7 兆円減の 8.1 兆円となった。また、超長期国債は前期比 0.1 兆円

減の 6.6 兆円となった。利付国債（10 年）は前期比 0.6 兆円増の 9.4 兆円となり、7 月 3.2 兆円、8 月 3.1 兆円、9 月

3.1 兆円と 3兆円台前半で推移した。 

一方、個人向け国債は前年同期比 1.5 兆円増、前期比 0.5 兆円増の 2.8 兆円となった。 



3 
 

(3) 国債以外の発行額の状況  

 

 

 

 

 

 

  

2026年度第2四半期（2026年7月～9月）における国債以外の発行額は、前年同期（2025年7月～9月）比1兆8,436

億円増、前期（2026 年 4月～6月）比1兆 3,117億円増の9兆4,922 億円となり、過去1年間で最も高い水準となった

（前年同期：7兆6,486億円、前期：8兆1,805億円）。 

内訳をみると、社債の発行額は前期比1兆5,840億円増の6兆489億円となった。次いで発行額の大きい地方債は、前

期比4,971億円減の1兆3,684億円となった。 
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２．公社債流通市場の動向について 
(1) 公社債店頭売買高 
① 公社債店頭売買高（国債・国債以外）の状況  

 

 

 

 
 

 
 

 

2026 年度第 2 四半期（2026 年 7 月～9 月）の公社債店頭売買高は、前年同期（2025 年 7 月～9 月）比 2,761 兆円

増、前期（2026 年 4 月～6月）比 808兆円減の 16,527 兆円となった（前年同期：13,767 兆円、前期：17,335 兆円）。 

月別では、7月 5,858 兆円、8月 5,207 兆円、9月 5,462 兆円と推移した。 

また、投資家別の売買高では、債券ディーラーが前期比 322 兆円減の 5,059 兆円、外国人が前期比 283兆円減の 4,802

兆円、その他金融機関が前期比 264兆円減の 2,937 兆円となり、大口投資家ではいずれも前期を下回った。 
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② 国債店頭売買高の状況  

 

 

2026 年度第 2四半期（2026 年 7月～9月）の国債店頭売買高は、前年同期（2025 年 7月～9月）比 2,757 兆円増、

前期（2026 年 4月～6月）比 806兆円減の 16,510 兆円となった（前年同期：13,753 兆円、前期：17,316 兆円）。 

内訳について、国債バスケットは前期比 177兆円増の 3,415 兆円となった。一方、超長期国債は前期比 634兆円減の

5,060 兆円、中期国債は同 150兆円減の 2,888 兆円となるなど、国債全体の売買高は前期を下回った。 
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③ 国債以外の店頭売買高の状況  

2026 年度第 2四半期（2026 年 7月～9月）の国債以外の債券の店頭売買高は、前年同期（2025 年 7月～9月）比 3

兆 3,943 億円増、前期（2026 年 4月～6月）比 1兆 9,640 億円減の 17兆 3,164 億円となった（前年同期：13兆 9,221

億円、前期：19兆 2,804 億円）。 

内訳について、財投機関債等は前期比 1 兆 2,854 億円減の 2 兆 1,417 億円、非公募債は前期比 7,692 億円減の 1 兆

11億円、社債は前期比 831 億円減の 5兆 1,640 億円となった。 

一方、地方債は前期比 4,556 億円増の 5兆 8,943 億円となった。 
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④ 主要投資家別の公社債店頭売買高(グロス。国債バスケットを含む。)の状況  

2026 年度第 2四半期（2026 年 7月～9月）の外国人による店頭売買高（グロス）は、前期（2026 年 4月～6月）比

282兆 8,880 億円減の 4,801 兆 6,957 億円となったものの、引き続き高い水準となった。依然として外国人の売買が中

心となる状況が継続している。 

投資信託は前期比 104 兆 9,787 億円増の 532 兆 1,625 億円となった。また、都市銀行は前期比 30 兆 6,027 億円増

の 553兆 8,571 億円となった。 
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⑤ 主要投資家別の公社債店頭売買高(ネット。一般売買高の差引額)の状況  

2026 年度第 2四半期（2026 年 7 月～9月）の主要投資家別の店頭売買高（ネット、一般売買）は、前期（2026 年

4月～6月）比 8兆 1,989 億円減の 3兆 9,980 億円の売り越しとなった。 

内訳について、外国人による売買が 41 兆 2,034 億円の買い越しと引き続き堅調であったものの、前期比では 12 兆

3,962 億円減となった。また、都市銀行は前期比 7,977 億円減の 1兆 7,538 億円の買い越し、信託銀行は前期比 8,536

億円増の 9兆 4,301 億円の買い越しとなっている。 
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投資家別の店頭売買高（グロス・ネット） 
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 (2) 債券レポ取引（現先・現担取引残高）  

2026 年度第 2四半期（2026 年 7月～9月）の債券レポ取引（現先・現担取引残高）の平均残高は、前年同期（2025

年 7 月～9 月）比 2.9 兆円減、前期（2026 年 4 月～6 月）比 5.4 兆円増の平均 347.8 兆円となった（前年同期平均：

350.7 兆円、前期平均：342.4 兆円）。 

内訳について、債券貸借取引残高（現金担保のみ）の平均残高が 62.5 兆円、条件付売買（現先）残高（銘柄後決め取

引）の平均残高が 32.6 兆円、条件付売買（現先）残高（銘柄後決め取引以外）の平均残高が 252.7 兆円となり、いずれ

も前期比で増加した。 
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３．エクイティファイナンスの動向について 

(1) 全国上場会社の公募増資等の状況 
① 国内・海外の状況  

2026 年度第２四半期（2026 年７月～９月）の全国上場会社の公募増資等（国内・海外）の状況は、調達額ベースで合

計 4,932 億円となり、前期（2026 年４月～６月）比 3,117 億円減となった（前期：8,049 億円）。内訳としては、国内

合計は前期比 2,833 億円減の 853 億円、海外合計は前期比 281 億円減の 4,080 億円となり、ともに減額であった（前

期：国内合計 3,686 億円、海外合計 4,361 億円）。 

今期の主な案件としては 2026 年７月に川崎重工業㈱（海外 974億円、ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債 1,000

億円）、三菱マテリアル㈱（ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債 700億円）等がみられた。 
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② 国内の状況 
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③ 海外の状況 
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(2) 全国上場会社の売出しの状況 
① 国内・海外の状況  

2026 年度第２四半期（2026 年７月～９月）の売出額（国内・海外合計）は 4,705 億円となり、前期（2026 年４月

～６月）比 903 億円増となった（前期：3,802 億円）。内訳として、国内合計は前期比 1,013 億円増の 3,124 億円、海

外合計は前期比 112億円減の 1,579 億円となった（前期：国内合計 2,111 億円、海外合計 1,691 億円）。 

主な案件として、2026 年７月に ARCHION㈱（国内：1,295 億円、海外：1,060 億円）、９月にリンテック㈱（国内：

495億円、海外：267 億円）、日本空港ビルデング㈱（国内：501億円、海外：141億円）等があった。 
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② 国内の状況 
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③ 海外の状況 

 

 


